
上米山小学校における小規模特認校の取組 

 

１ 取組内容  

 

年月日 内容 

M8(1919).2 上米山小学校 創立 

H10(1998) ＰＴＡ会長から提案があり、将来を考える会を設立。 

H13(2001).4.1 小規模特認校として開校 

 特認校とは、文部省が平成 9(1997)年に「通学区域制度の弾力的運用」を図る

ことを目的に、通学区域の自由選択制度や小規模化した学校に希望する児童生

徒を受け入れる制度。 

 ◆上米山小の特認の内容：図書館教育、パソコン教育 

 ◆募集学年：1～6年の全学年  ◆募集人数：各学年 10人程度 

 ◆募集期間：H13.2.23～3.16 

H22(2010).3.31 上米山小学校閉校（特認校：9年間） 

H21.5.1現在 学級数：3学級、児童数：9人 

H22(2010).4.1 鯨波小学校と上米山小学校が統合 

 H22.5.1現在 学級数：7学級（特支 1含む）、児童数：77人 

H23(2011).4.1 特別養護老人ホーム「たんねの里」利用開始 

 

 

２ 児童数の推移  

◆学区外からの入学者数は、９年間で９人の入学者があった。 

 

年 度 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 

児童数 18人 17人 17人 12人 12人 13人 9人 9人 9人 

内、学区外 

入学者数 
3人 2人 0人 2人 1人 0人 1人 0人 0人 

※平成 17年度に市外から 1名の転入あり。その他は市内より。 

 

 

資料４ 


